
最新刊の内容（vol.30　2021年9月発行）
●旭中央病院附属病理診断科診療所の紹介：遠隔病理診
断センター長・東京大学名誉教授・前日本病理学会理
事長　深山正久医師
●リレーコラム：「地元愛」紫村治久副院長、「子どもの新
型コロナウイルス感染症」北澤克彦院長補佐
●医療最前線「耳鼻咽喉科」：耳鼻咽喉科　大戸弘人医
師、海老原央

てる

医師
　身近な耳鼻咽喉科疾患から当院で行われている高度専
門医療まで、幅広く紹介しています。
●かかりつけ歯科医を持ちましょう：辻野デンタルオ
フィス（銚子市）　辻野貴史先生
●アクティビティレポート：旭中央病院附属看護専門学
校
●健康ノート「骨

こつ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

について〜その２〜」：整形外科
杉山宏医師
●やさしい医学講座「Ｑ：退院後の在宅生活が不安で
す。『訪問リハビリテーション』について教えてくださ
い。」：リハビリテーション科　畠山悠輝理学療法士）
●新型コロナウイルス感染予防対策への協力のお願い

地域向け広報誌「こんにちは」は
インターネットでも見ることができます

　地域向け広報誌「こんにち
は」では、当院で行われている
診療の紹介や、健康増進・病
気予防に関するアドバイス、
連携医療機関のインタビュー
などを掲載しています。
　冊子を院内に配置している

ほか、内容は病院
ホームページから
も見ることができ
ます。

　日本では年間約7,900人が口腔がんで死亡していま
す。過去10年間で２倍以上増加し、約２万人がこの
病気にかかっています。口腔がんの発生率は、がん全
体からすれば約２％と少ないようですが、死亡率は
子宮頸がんより高いといわれています（国立がんセン
ター・がん情報サービス1960年〜2020年）。40年
前は60歳以上で、喫煙、飲酒の習慣を持っている男
性が多いと考えられていましたが、現在は女性が増え、
男女比が３：２で、非喫煙者、非飲酒者にも発症する
と報告されています。女性の社会進出、高齢社会、食
生活の変化などが影響しているかもしれません。
　口腔がんは歯以外のあらゆる部位で発生し、できや
すい部位は舌（左右の側面に多く、表面にはほとんど
できません）、下顎歯肉、口腔底（舌の下の部分）、上
顎歯肉、頬粘膜、硬口蓋（口の天井にあたる部分）です。
口腔がんは早期に発見し、治療を行えば95％以上の
治癒率があります。いつも口の中に関心を持ち、セル
フチェックを行い、清潔な状態を保ちましょう。

セルフチェックの方法
①鏡で口の中をよく観察する
②「いー」と言いながら上下の前歯の歯肉、唇をチェッ
クする
③口を軽く開け、指で唇を引っ張り、上下の奥歯の歯
肉、頬の内側をチェックする
④舌を前に突き出して表面、左右の側面をチェックす
る
気になる症状があれば相談を
　次のような症状がある場合は要注意です。すぐに歯
科医院を受診しましょう。
◦口内炎が２週間以上治らない
◦噛んだ傷がなかなか治らない
◦粘膜に赤や白のできものがある
◦硬いしこりや腫れがある
◦唇や舌に痛みやしびれがある
　気になるところがなくても、最低でも１か月に１度
は自分で口の中を観察し、口の健康に留意しましょう。
何らかの異常が出てしまったら、ためらわずにかかり
つけの歯科医院に相談しましょう。

【一般社団法人　旭市歯科医師会】

口腔がんの基礎知識

健康ワンポイントアドバイス
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